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d研究会報告b

XAFS7 国際会議報告

村田 隆紀(京抑制帰)

第7回 X線吸収微細!構造国際会議( XAFS7)が.

8 月 23Uから 29 日にかけて神戸市の兵師以公館と

兵即日~民会館を会場として閣催さ札た。この会議

は日本放射光学会，高師度光科学研究センター，

刊エネルギー物P~学研究所，理化乍研究所の共

{白兵庫~lt 神戸市の後媛，日~物J!I!学会，日本

化学会，日本比、m物調!学会，日本分析化学会， 日

本分光学会， 日本結晶学会，近織化学会の協賛の

もとに行われたものである。この会議がU本で行

われることが決まったのは 1988年に行われた第5

問のシアトル会議の掛であって，それ以来守照凶

町雄東京大学教授を組織益員長とし，$.出俊明現

*京大学教股を総件寸1として準備が逝められてき

た。弘はこの会議の単備についてプログラム益員

会のお世話する\L!誌にあったので，この報告が必

ずしも客観的なものにならないことを， あらかじ

めお断りしておくほうがいいだろう。

劉Jn者数は外岡からは 1 7 ケ凶都H∞人， 国内か

らは約却0人で，全体としては前回のヨーク会議

を少し上回る規伎であった。

会演のプログラムは.日本の XAFS研究者 l6人

からなるプロクラム蚤員会を組織して作成され

た。会議を立議あるものにするためには.品近の

研究を反映したものを取り上げること，これまで

取り上げられなかった主届を紹介すること，第3

世代の光源を視界に入れた新しい実験の提案など

を含めることが重要であるとの考え点で，プレナ

リーセッションのを企画し，政の5つのセッショ

ンを立てることにした。

1)基礎理ぬとスペクトロスコピー

2) 錨気 XAFS

3) 新しい実験ぽ~

4) 側主l!災験

5) XAFS の将来

またこの会議の性栴として応用分野が多岐にわ

たり . 参加者の関心や興味が分散しがちであるた

め，パラレルセッションを主要なものに|制定する

ことにし 411 1~Jに 1 2の仲をm思した。ぷ髄から

応1IJへと疏れ， しかも‘|吋 tするセッションの E却

がなるだけi卓いものにする努力をしたのだが.参

加者が全U満足するようにプログラムを組むこと

は不可能であることを思い知らされました。

会院の内容

時間]の都合ですべてのセッションに参加するこ

とができなかったため.ごく一部の発表について

の報告しかできないが.お許しいたたきたい。プ

ログラムではできるだけ析しい顔ぶれによる口湖

発点を企l到して.ロシアの研究括による兜去を企

画して，直前まで事務lajでヒザの取得のための努

力をされたのだが.結局不参加でいくつかの部分

でプログラムに穴があいてしまったのは践念なこ

とであった。

プレナ リーセ シ ショ ン

初日は G . Sa\llalzky による固体や分子の吸収端

情造の盟諸のレビューから始まった。破はまず吸

収端スベクトルを XANES と刻比 し.これが特に

雌気的な情造や相転移v 局所的な対称性との閣主主

で重要であることを述べたまとまった講演となっ
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ていた。小谷章雄氏は稀土類元素を含む固体の吸

収端構造の多体問題的な扱いを紹介した。これら

の講演は， これまで、の会議では特に中心的な主題

として取り上げられたことがないため，今回のプ

ログラム編成の際の目玉として企画されたもので

あり，その目的は成功したのではなかろうか。 J.

Rehrは多重散乱を取り入れた EXAFS と XANESの

最近の理論の現状を紹介し，計算によるスペクト

ルの再現がより精密になっていることを示した。

これは解析フ。ログラム FEFF プログラムの新しい

ノ〈ージョンに取り入れられているようである。

2 日目は磁気 XAFS で， X線吸収スペクトルに

反映される磁気的な構造を，偏光を利用した測定

によってスピンの向きの違いによる微小変化を検

出するという， XAFS の世界では現在最もホット

な話題である。今回は特に円偏光の利用による磁

性体についての最近の研究が示された。実験的な

側面からは G. Schützが，理論的な展開を P. Carra 

が行った。並河一道氏は X線磁気散乱の磁性研究

への応用について発表した。

3 日目は新しい実験技術についてのセッション

で，まず J. P. Itié が LURE DCI の Dispersive

EXAFS 装置を利用した高圧実験のレビューを行

い，乾雅祝氏が PFでの高温の液体半導体の実験に

ついて発表した。また飯田厚夫氏は空間的な分解

能を高めた微小部分の XAFS測定とそのイメージ

ングへの応用について講演した。

4 日目は関連実験と称し， X線吸収と関連する

新たな実験法についてのセッションで，まず初日

に講演予定であった C. T. Chenが Dragon分光器を

使った高分解能軟X線分光実験の現状と将来につ

いてレビ、ューを行った。続いて A. Hitchcock によ

る内殻の電子線エネルギー損失と X線吸収の関連

と相違点についての詳しいレビ、ューが行われた。

C. E. Bouldin は X線回折のスポットの強度を波長

を変えながら，異常分散スペクトルを観測してこ

れを EXAFS と関連付ける方法について講演した。

この方法は Diffraction Anomalous Fine Structure 
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(DAFS) と称され，回折法と X線吸収に等価な方

法を組み合わせて，サイト選択的な局所構造情報

を求めようとする新しい方法である。 K.

Hämäläinen は X 線蛍光スペクトルに狭い窓をか

け，励起X線をスキャンして蛍光収率を観測する

と， core-hole の寿命による吸収線の自然幅よりも

幅の狭いスペクトルが測定できることを示した。

これについてはその解釈の妥当性をめぐって多く

の議論があるが，新世代光源の利用の主要なテー

マとなることは間違いないだろう。

最終日は XAFSの将来として，まず E. Sternが現

在の状況と新世代光源を利用した実験の今後の展

望をのべたうえ，とくに理論面の展望として藤川

高志氏の光学ポテンシャルを用いた振幅減衰因子

の原理的な計算を高く評価したのは印象的であっ

た。 A. Fontaine は ESRFの X線吸収実験のプラン

を述べ，時間分解が現在の 1/10--1 秒程度から

1ms まで短くできる見通しゃ， 50 ミクロン以下に

まで小さく絞りこんだビームを利用して， 10数ミ

クロンのサイズの単結晶試料の高圧下での吸収を

測定する計画，直線偏光，円偏光を利用した実験

計画など，極めて具体的なプランを示して，利用

実験の近いことを印象付けた。大柳宏之氏は

SPring-8 での実験計画を述べた。

1'\ ラレ Jレセッション

多岐にわたる主題のパラレルセッションのすべ

てを報告することは不可能なので， ごく一部につ

いての私の印象のみを紹介することに留めたい。

第 1 日午後の実験技術のセッションでJ. Wongに

よる Quick XAFS の現状についてが目をひいた。

この技術は Hasylab の R. Frahm によって開発され

たものであり，分光器を連続スキャンしながら

データをとりこむもので， XANES領域ならば数

秒， EXAFSでも l分以内に測定が終了する高速測

定法であり， Dispersive EXAFS法と比較できる程

度の時間分解能をもち， 88年のシアトル会議から

毎回発表されている。今回の発表はこの技術を燃
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焼にともなう酸化現象の時間的な変化の測定とい

う具体的な事例に応用した興味深いもので， ビデ

オを見せながらの発表は人目を引くものであっ

た。彼はこの方法の様々な実例をポスターでも発

表していた。この中で， U(ウラン)の L3 から Ll

端までの約 6keV にわたる吸収を，わずか 14分で

測定した例を提示していたのは驚きであった。こ

のモードでの測定は各地の放射光施設で標準的な

測定法として採用されつつあり，日本でもぜひと

も早い時期に実現が期待される。

この会議の発表の中では，解析フ。ログラムにJ.

Rehr の FEFFを利用したものが数多く見られた。

日本でもかなりのグループが使用を始めている

が，フォートランのソースコードっきで配布され

るこのフ。ログラムは利用しやすく，精度もよいと

思われるもので，今後ますます利用が広がるもの

と予想される。このような汎用解析フ。ログラムは

日本でも藤川高志氏が開発をされているので，以

前から提案されている同一データの解析を異なる

フ。ログラムで行う比較があってもよいと考えられ

る。

ポスターセッション

多岐にわたる応用領域を理論，データ解析，実

験技術， XAFS 実験装置，乱れた系，磁性物質

系，表面界面，生物，触媒，有機・無機物質に分

類し， 2 日に分けて実施された。ポスター数は両

日とも約 130を数えた。フ。ログラム上は 18時 30分

から 20時までの 90分があてられていたが，両日

ともパラレルセッションの終了した 17時ごろから

ポスター会場に続々と参加者が訪れはじめ，実質

2時間以上にわたって熱心に討論が行われた。会場

は十分な広さがあり， ところどころにテーブルや

椅子も配置されていて，討論をする上にも都合の

よいレイアウトがなされていた。ただ，今回もポ

スターを貼つであるだけで説明者のいないものが

散見されたのは残念なことであった。
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国際 XAFS 学会の設立準備

今回の会議では， この分野の研究者にとっての

大きな変革が決定された。それは国際 XAFS学会

( Intemational Xray Absorption Fine Structure 

Society) の発足準備である。これまでこの会議は

特に国際組織を持つことなく，会議毎に次の会議

の主催国を決め，その主催者が Intemational Adviｭ

sary Committee を決めるという方式で運営されて

きた。しかしこの分野の学問の発展のためには，

何かの形で学会組織を作る必要があるとの共通認

識が前回のヨーク会議で確認され，その準備が行

われてきたのであるが，今回の IAC の場で暫定案

が作成されてその内容が閉会式で発表された。詳

細については，いずれ改めて本誌に報告したいと

思っているが， ここではその内容の簡単な紹介を

しておくことにする。

まず，学会組織を確立するために，設立綱領

(Charter) とその付則( By-laws) の暫定案が作られ

た。この案は次回のベルリン会議までに各国から

意見を集約して修正し，正式に決定することとさ

れた。学会組織とするためには学会員の登録が必

要であるが，登録申込書はベルリン会議の第 l 回

の案内と共に各個人に送付されることになってい

る。さらに学会の評議員( Executive Committee 

Member) を選挙で選ぶこととし， この選挙もベル

リン会議の前に行われるが，それまでの聞は暫定

的に次のようなメンバーで評議員会を構成して準

備に当たることとした。暫定評議員会は地域的な

バランスを考慮して選ばれたということである。

D . E. Sayers (米，委員長)

A. Fontaine (仏，副委員長)

T.Ohta (日，事務局長)

E. Stem (米)

G. Bunker (米)

J. Penner -Hahn (米)

J. Wong (米)

S. Gurman (英)

K. Baberschke (独)
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S. Mobil� 

K. Garg 

T. Murata 

{伊)

{印)

(日)

学会の活動内容としては.定期的な国際会議の

開拙.これまで進められてきた慌期化のための

ワークショップの継続とデータベース確立のため

の活動，教育カリキュラムの作成.発展園援助な

どがあげられる。一部の主題については.こ札ま

での活動の中心グループを学会の常u:1蚕員会と

し，活動を続けることとした。学会の経済的な基

盤，運営方法など山摘する問題があるのだが.と

もかく同好会的なものから一歩進んだ組織を投立

することとなったのは新しい発展である。

次回以降の会蟻

この会錨の習慣として，会期巾に聞かれる IAC

の場では 2回先の会議を決めることになってい

る。次回については既に前回のヨーク会議で決定

済みであり . ベルりン白由大学の K. 8aberschke教

授を組織餐員長として，ベルリンで閲備される。

今回の会議では 1996年の第9回会識がフランスの

グルノープルで開催することも決定された。この

時期には ESRFがフルに稼働している予定であ

り，新世代の光源を利用した実験が行われている

ことを予想しての選訳である。

2主射光第 5巻第 4 号 (1 992年)

おわりに

会議前夜には低気圧が大阪湾に接近してお鼠並

みの風雨が吹き荒れ， 初日の朝には神戸市全域の

停mまであり.その夕にレセプション会喝で予定

していた写真顕彰も雨のために中止となるなど，

大いに気をもませられたがー天候も徐々に岡復

し.枇終日の六甲山上でのパンケットでは l 年に

何度かしかないといわれたほどの澄み切った従訴

を楽しむことができて.一安心したものである。

品後になったが， ここでこの会議の郁制と期間

"1の迎留に当たってこられた現地委員会の尽力に

ついて特に記しておきたい。この会識が掛りなく

運営されたのは.吉田郷弘京都大学教授を委員長

とし，関西地方の研究者がメンパーとなって組織

された現地委日会の献身的な努力のおかげであ

る。会場がZケ所に分かれ，椴々な制約の多い公

的なru物を使用しての会誌であっただけに.迎営

上の苦労は大変なものであったと想像されるのだ

が. 大きなトラブルもなく無事に， しかも成lJ)の

内に会議を終えることができたのは，現地委Il会

による長い聞の周到な削備と会議期間l中の適切な

迎営によるものであった.

この同際会議の論文集はJJAP の特別号として

1993年の早い時期に出版が予定されている。ま

た， この会議で日本人で口頭発表をされた方々の

前腕の一部については，本誌の次号にトピγ クス

として掲根されると伺っている。
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